
レジ袋やペットボトルの代わりに、

マイバッグやマイボトルなど

何度も使用できるものを使い、

ごみを減らしましょう。

●マイバッグやマイボトルを常時携帯する

●レジ袋やストローを断る

使い捨てプラスチック製品を使わないようにしよう！

海洋プラスチックごみを減らすために

循環型社会では３R（リデュース・リユー
ス・ リサイクル）をすすめることで、
天然資源の無駄遣いをなくし、
有効利用を進めることが大切です。

確実にごみ箱に捨てよう！

散乱したごみは海洋プラスチックごみになる恐れがあります。

●屋外で出たごみは必ず持ち帰る

●ポイ捨ては絶対にしない

●マイバッグやマイボトルを常時携帯する

●レジ袋やストローを断る

★飲料容器は分別ボックスに入れよう！

ペットボトルや空き缶・空きびんなどは、分別して回収すれば、再生資源として使えます。

全国清涼飲料団体では、自販機の横に専用のリサイクルボックスを設置しています。

カフェチェーンの持ち帰り用カップやたばこなど、他のごみは入れず、飲料空容器のみを入れましょう。
（出典）一般社団法人全国清涼飲料連合会

http://www.j-sda.or.jp/ippan/news_view.php?kind=1&id=257

地域の清掃活動に参加しよう！

大阪府内では河川や海岸等でさまざまな清掃活動が実施されています。

ごみ拾いに参加しましょう。
（出典）大阪府HP

http://www.pref.osaka.lg.jp/kasenkankyo/kyoudou/index.html

http://www.j-sda.or.jp/ippan/news_view.php?kind=1&id=257
http://www.pref.osaka.lg.jp/kasenkankyo/kyoudou/index.html

